
－１－ 

様式第２号 

視察研修先 北海道富良野市議会 氏名 古 沢 清 志 

視察研修項目 ふらの版 DMO による地域密着型観光の推進について 

 

○ふらの版 DMO は富良野市を中心に美瑛町、上富良野町、中富良野町、南富良野町、占冠村の 

1 市４町１村にまたがる広域連携による観光圏の創出である。この地域は 1981～2002 年の 21

年間にわたるドラマ「北の国から」が放映されるや、高視聴率に支えられ一躍有名な観光地に

なったほか、パソコンの Mac 壁紙に採用され、雄大な自然に魅せられたとても美しい観光地で

ある。 

○広域連携の１つのよびものとして、食のブランド化 

富良野で作られた「美味しさ」を規定の審査項目において審査し商品にブランドを付す制度

です。以下の条件を満たし審査を通過した「加工食品」が「メイドインフラノ」商品として認

定を受けることができます。 

①富良野で製造加工している 

②原材料が富良野（周辺含む）地域産 

③事業所及び商品が食品衛生法、商標法、不正競争防止法等の法規を遵守している 

④認定された場合、ロゴマークを商品に付すこと 

以上のような商品を作り出すことにより様々なインセンティブが受けられます。 

市が窓口となる物産展やイベントへ認定商品を優先的に紹介してもらったり、ふるさと納税

の返礼品として、認定商品として追加されたり、商品の販路拡大を支援する補助制度が使えた

りなどの優遇措置が得られるようです。 

○WEB 情報発信の改善 

①スマホサイトを優先して修正すべき 

②動画コンテンツを活用すべき 

③中国からの WEB サイト閲覧数増加に対応すべき 

④基礎的なスマホサイトの改善 

地域の「稼ぐ力」を引き出すとともに、地域への誇りと愛着を醸成する「観光地経営」の視

点に立った観光地づくりの一端としてインターネットを介した情報発信は非常に重要である

と感じるところです。まだまだ寒河江の観光地、宿泊施設は遅れているのを実感致しました。 

 

○感想  

まさに見て良し、食べて良しの観光地であり、年間約１９０万人が訪れる観光地であります。

それには地域全体でこの土地を守り、農業を守り、自然を守り自分達の住む街を盛り上げてい

こうとする熱意が伝わってきます。北海道の開拓精神、パイオニア精神がいまだに脈々と流れ

ているような気が致します。私もまた機会があれば行ってみたいと思います。富良野地域の

益々のご発展を期待致しまして報告と致します。 

 

 



－２－ 

様式第２号 

視察研修先 北海道富良野市議会 氏名 古 沢 清 志 

視察研修項目 民間を主軸にした官民協働による複合的中心市街地活性化事業について 

 

○この事業は中心市街地にある、富良野病院の移転に伴い空地・未利用地が大量に発生した。

これまで病院の近くで開業していた、薬局や雑貨店、食堂など売上が減少し、しかも後継者の

減少・中心部のにぎわいの喪失といったことが市街地の課題となり、ふらの観光まちづくり戦

略会議を発足し以下のメンバーで協議・検討を重ねた。 

富良野商工会議所・ふらの観光協会・市観光課・ふらのまちづくり株式会社・（株）富良野

物産観光公社の５者で協議、検討を重ね、事業に着手した。 

これまであった、ふらのまちづくり株式会社の人事を一新し社長に青果業を営んでいる西本

伸顕氏が就任し民間活力を活かし、資本金の増強を図り、これまで約 1千万円だった資本金を

約８倍の８千万円まで増強し、様々な事業を展開し成功を収めている。主な事業として 

①フラノ・マルシェ 

中心市街地に観光客の取り込み拠点を作り、来街者を増やし「まちなか観光」の情報機能

を充実させ商店街と連携をはかりながら、街中回遊を促進し歩行者の増加を目指し、中心市

街地全体の活性化につなげることを目的として建てられた施設であるが、おみやげなども種

類が多く、しかも木をふんだんに利用した陳列棚を利用し、山形で暮らしている我々とは考

えられない小売の販売戦略であった。 

この施設による経済効果は建設当初からみれば売上が、８年で約１．５倍の伸びで波及効

果は１．５９倍、雇用効果は関連効果も含めれば９８名と地域にとっては大きな施設となっ

た。 

②コンシェルジュ・フラノ 

空きビル再生事業の一つとして百貨店の閉店を機に、ふらのまちづくり会社が運営主体と

してこのビルをリノベーションし再生を図った。 

１階はみやげもの売り場、レストラン、イベントスペース、観光案内所など 

２階はキッチンスペース（３階に宿泊する人の自炊場）、シェアオフィスなど 

３階は主に外国人向けの簡易宿泊所でカプセルホテルのような形態で非常に安価で泊ま

れる施設 

４階はラジオ局 

このビルも中心市街地を活性化するに非常に効果のある施設であった。 

 

○感想 

まちづくり株式会社の社長の行動力、実行力、資金の調達力、どれをとっても一流で本当に

感心致しました。一人の決意や行動力がいかに大切かを知りました。 

 

 



－３－ 

様式第２号 

視察研修先 北海道上川郡美瑛町議会 氏名 古 沢 清 志 

視察研修項目 廃校を活かした取り組みについて 

 

○廃校になった小学校の校舎及び敷地を利用して宿泊体験研修施設やレストラン等を整備し、

農業・料理・観光をテーマとした体験研修や、小麦を中心に地元食材を使った料理の提供によ

り、都市と農村交流、地元農産物の販路拡大、観光客入込数の増加を目的として行われた事業

である。 

○廃校活用の目的 

①既存施設を活かすことで初期費用が抑えられる利点があり、新たなビジネスを生み出す可

能性がある。 

②町民にとってなじみ深い施設であり、町民が足を運びやすく、交流しやすいことから活動

拠点としてふさわしい。 

③平成１７年度に地域再生法が施行され、自治体の裁量による多種多様な用途での活用と同

時に民間事業者による運営も可能となる。 

④廃校活用は自治体の財政負担を軽減しつつ地域の活性化を図るための一手法として重要

である。 

○課題 

・高齢化等による離農や後継者不足により農業者数が減少 

・町では過去から新規就農者の受け入れを行っているが、親方となる受入農家不足や居住先

の確保が困難 

・座学などの体系的な研修が受け入れられない。 

・かつての学校のように、地域との関係性を構築しつつ、地域の再生につながるよう、地域

社会の持続的発展を促すための戦略が重要である。 

 

○感想 

 建物は大きく分けて３つに分かれており、宿泊施設、体験研修施設、飲食施設と分かれて、

とても廃校をリノベーションしたとは思えないほど、立派な施設であると思います。 

 私達は昼食にこの飲食施設で食事をさせていただいたのですが、食材の一つ一つがとても味

が良く、甘味があり、美味しいものでした。しかも人里離れた所に施設があるにもかかわらず、

いつも満員で活気のあるレストランでした。 

今後も多くの観光客を招いて、町の活性化に尽力していただきたいと思います。 

視察を受け入れていただき、たいへんありがとうございました。 

 

 



－４－ 

様式第２号 

視察研修先 北海道千歳市議会 氏名 古 沢 清 志 

視察研修項目 千歳市防災学習交流施設「そなえーる」について 

 

○市の総合計画に位置づけている防災対策の推進や自主防災組織の充実などの観点から、住民

要望や住民懇話会での議論を踏まえて防災学習交流施設の整備が決定され、当時の防衛施設庁

に事業採択の要望活動を行い、平成１７年１２月には正式に補助事業として採択となり、防衛

施設庁と共存した災害に強い安全なまちづくりを進めることで、防災学習交流施設は平成２２

年４月２４日にオープンしています。 

○施設利用状況 

 市民の防災意識を高めるため、千歳市総合防災訓練や町内会、自主防災組織等による消火救

出等の防災訓練、救急救命率向上への救急講習会、市民を対象とした千歳市民防災講座や町内

会、自主防災組織及び事業所等を対象とした防災関連講座、防災イベントなどの事業を展開し

ている。 

○質疑応答 

①施設開設後の災害に対する市民の意識の変化について 

解：これといって分析はしていないが出前講座等含めて、これまで４０万人の受講者を得て

いる。また自主防災組織の組織率も今年で７８％を達成しており、このことからみても

意識の向上になっているのではないかと分析している。 

②災害時の議員としての活動について 

解：議会でもいろいろ議論があったそうであります。議員としてのマニュアルを作成すべき

ではないかといった意見や、議員も一住民として行動して必要に応じて活動するとか、

自主防災組織として活動するとか様々な意見が出ましたが、今のところ一住民として活

動することになっているようです。 

③千歳市には多くの自衛隊駐屯地・基地が存在し危機管理上は非常に心強いと思うが、日頃か

ら警察・消防・自衛隊との連携に留意している点について 

解：連携は警察・消防・自衛隊とも防災訓練をやっており行事の約３ヶ月前から会議を通し

て顔を合わせている。また街の中を戦車などいろんな車輌も通るので、その迷惑も含め

自衛隊は細心の心配りをしているようです。 

 

○感想 

千歳市は昭和３３年に市政施行をおこなった時は、人口約４万７千人ほどであったが現在は

９万６千人と約６０年で倍の人口になった都市でありますが、なんといっても自衛隊駐屯地が

３つと新千歳空港の存在が大きいと思います。また札幌市はふくれあがる一方で、そのベット

タウンとしての位置づけも大きいと思います。地の利を活かした都市づくり、防災の拠点とし

て広く他の地域にも情報発信していただきたいと思います。ありがとうございました。 

 


